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1  緒言   

肥育豚の生産費ヰ忙占める飼料費の割合は、約50％前後にも達しており、収益を左右する最   

も重要な要素となっているが、近年咋この飼料訝の節減と兼処理の観点から都下泰豚農家の間把   

も、弥栄を爾酵処理して、飼料として利用する事例がみうけられるので、指導上の指針を得る目   

的をもって本試験を乗務した。  

2  勝誇酌ノ群飼料の概略   

豚米に、米糠およぴおか屑を加えて、好天性醗酵蘭（商品名ビタリグソ）を加えて、醗酵タン  

ク（商品名サシリソク）中忙ぉいて約10時間の熱帯を行ない、との処群物把配合飼料を混ぜて   

使用する。   

（1） 処理丁二稗  

色男  
処〕翌物   

＋  －→ 給 餌  

配分額料  

500kダ   

50kダ   

50kタ  

簡酵タンク  
仕込材料  －→ 18時間醗酵 －－  

しビタリグン40Dkダ  

（2） 処理物の分析債  

処理物の「般組成は下記のとおりであるJ  

（2）   （5）   

水  分  51．75％  45、71％  ！45．‘9％   

粗 繊 維  8．7 4  11．9‘  15，9 2   皿                  粗 蛋 白質  10．5d 2．28  11．4 5  字書て十－  租 脂 肪   d．8 d              粗 灰 分  5．5 7  18■dl  18．5 S  
鞋 川～（2）の分析慣は、U0121、．佑9蓄産の研究P48から引用  

（5）はラサ商事資料による。  

5、材料およ び方法  

（1） 期間  

各個体の生体雲20k，から、9口吻到達時までとし、その期間は、昭和42年2月石目から  

－・・・う B－   



7・月19日までであった。  

（2） 供試贋こ   

昭周リ1年1■1月当場生産のチョークγ 

鼻将検定臍2親と此僻した。   

（さ） 管】聾  

供試豚は、5．247げの豚永に1所づつ収容し、「般管理は、産肉能力検定方法咋準じて行な   

？た「  

（4） 試験期間？区命お・よぴ給与額料．  

試験区の各期間匿おける給与飼料は下記のと鱒りである。  

∑区 分．  体羞   給  与  飼  料．   

第1期  20桓「50kタ  検定飼料い号1月0％   

第 2 期  50kクー5口吻  検定飼料1号8p％．＋熱帯飼料20％   

祭 5 期  ．5Okタん■占D吻  検定飼料1号7D％＋陪酵飼料50％   

東4．期  dDk算－90晦  室根細料1号＝中細郷‖0％   

（5） 試験区？解料胎与日登   

試験細岡中ゐ給与日熟も撫養皇ok穿から56kgまセは検定基準儲七与え、さ0毎以降の幹  

酔飼料浪々後ほ、絞わす記の基準Kよ？て絵馬した。  

体  重   釆  ト給与．景   

5 2′－5 5   1．7   

55－58 －   1．8   

う 8一一48∴   

d O－4 4．   2．1   鈴与 日 東  体      50kダ～52kダ  1．5kg′｝1．‘桓  5 5′－d d  2．7        d 8′〉占 4  2．8       d 4′・－d d  2．9     1．9  占 d′・－d 8  5．D        d 8～7 0  5．1   
4 4・－4 7   2．2   7 0～7 5   5．2   

4 7′－Sl   2．5   7 5～8 0   5．5   

．51－－5 5   2．4   8 0′｝8 d ノ   5．4   

55－5 5   2．5   8 d′－9 0  
l ＿誓叩＿」   

4  試験成横と 考察  

（1） 採食状況と健康状態   



50k伊以膵の採食状況把よって逐次勝野飼料の配合割合を増加したが、本閏料に対する原の   

嗜好性；1、携わ良好であり、尿高給節目盟5．5欠餅中南帯解料（生）を1．4k辞せで給与したけ   

なお、試験期間rP麒d55旨味は、体重55kgから55匝の約7日間托すったり、皮 の赤発   

及び食慾の滅j揆をみたが、樅製肝洒の添加シこよって赤莞が消失したほかは、比顧的勝訴に娃移  

したものと考えられる。   

（2） 発育  

20k伊から90kタの所要日数およぴ1日平均増俸重は衷1のとおりであり、41年秋検定に   

おける中ヨークシ′ヤー稽の産肉能力検定豚2絶と比べて何れも劣っている。三  

即ち、1日平均増体重については、試験区平均d d2g托対し、比較対照とした検定麻（以   

下対照区という）1区および2区は、それぞれ、552g。545gであ．り、所要日数で、22   

日から25日も多くを要しており、特に後期の軒酵飼料添加後の発育が劣・？ていた。   

表1 所要 日数およ ぴ1日平均僧体遷  

20k伊藤  所 要 日 数  

区分  
対照1区  7 5E   2Dl日   

日令   

日令   対照2区  7 7   2ロ5   129   4 5 5   

151  

d7E  ●  128日   

451苫   占‘1g   

試験l要  101 ：と占．d  t252 i±15．8   ±15．0   占 7 5  545 l  

なお、幣群飼斬瀦加筏の5ekク以降9Dkガまでの成繍をとめると表5のとおりであり、所要   

日数で124．25 日、1日平均増体二貨では481gであった。  

（5） 飼料の利用件  

靡料の漕軒昂と、その賓凍寒についてほ、黄2のとおりであり、試誇区が若しく劣った。  

即ち、飾科消費母匠ついて、試辟区は、検定郎料248．5・kg・稗酢飼料105．8k伊を零してお   

り、穀酵飼料の風乾物恩把水分補正した（憾聯鰯困の水分を45％として風乾物水分を15％   

に補正）数値托よっても、312、4kgと、対照区と比べて多畳の飼料を賽している。  

また、飼料要求勘てついても、試頗区は、水分範正倍で4．4βセあり、特に後期の零来客が   

5、05と若しく劣っている。  

なお、試験区について、50k，以降陸帯飼料托加蕾の増体および飼料の利用性について集計   

した結果は襲5のとおりである。   



乗2  劉料消費者 と 要求量  

5．占 9  

5．d 2   

4．4 8   【20k㌢・5軸  5Dk㌢・■90kク    ∋．＄Kg む5  5．2 7  ま99 5．87      5．2 8      ±28．d  乙2 7  5．DJ     1．9）  ＋0．84  璽 ±t20  ＋0．5る  ‖  

琵 （）内数字は、各期の飼料所要畢中水分補正後の南野飼料の畳を示す。  

表5  30kダ以降の発育および飼料の利用僅  

番号：性．那   日 数   増体重  

108．9  lナ4．1i   供試豚   所要   1野均        む  賢‾‾  唱）7K分     検定解科  酸醇飼料  両左補正l  ．瓜45，子  121日  491g  20d．8幅  1108・8k夕  ・；t  ノ佑445  129 ‾‾‾‾十 150  dd5  21ス7      ノ佑455   512  ；‘i‾㌫、】“†  1〔】4．2  70．9  ．砿458  117  48q．8  198．1  1〔J91  74．2  平 均  124．25  ！208・4 ま川5・7    71．9   
飼料費求  

総 景  補正景  

275．5kダ  d．占2‘   

（4） 飼料費  

醗酵飼料添加区と対照区との飼料費を比嘉賛すると衆dのとおりである。  

祭4  飼  料  費  

区 分  飼     料     費        検定1号  検定 2・号  簡酵詞科  合  計  対照1区  訂㌢＝リD円  5．占う5．ロ0円  －ハ一 円  叉152．2†j円  対照2 区  5．5d7る0  5．45鼠8〔l    鼠00d．dO    試 験 区  ⊆て502．40    951．5【）  8．455．70  l   
託 検定鍔料1号の1kダ単価を5d円   

検定願科2号の1kグ単価を55円  

鑓願酵飼料の1kg単価を9円   

として計紫した。  



即ち、飼料要求率ては、試験区が劣っていたが、酎酵飼料の価格が安価であるかち、、所要飼   

料援の1相当り単伺は、試験区ざ8円？d鋲（綴群飼料を水分補正儲でみて）対照1区55円   

5d銀対照2区55円59鎖となり、鱒って†好増俸当り飼料費で！亨、試験区1．21円20錦   

と技術指標以内享なるが、対照区ては、そ牛ぞれ150円ざ8銀、1 

125円以下せ上枢わりゝ飼料琶では、試験区が対照区と埠べ七約9％節減きれた。  
帖） 居体測定成績  

90kg到達後、屠殺解体を行ない、約24時間冷蔵放冷後、常法に従い各蔀位を測定tた結   

果は、表5，及び表占のとこお＝りであった。■  

表5 脂 肪 層 の 厚 さ  

」  
■三・区－±分   

背  部  月旨  肪  準郡脂鱒  

カタ   ■こ∴：・セ   コう／   平 均   中   後   

対照1区  ま9珊   2．1αl   5．4珊   111邦   1．5c爪  14C椚  2．4cれ   

対照2区  4．0   2．2   5．1   71   1．1   1・   2，d   

；試験区 P  】5．7±0．75 ロ  2．5＋0．74    u 5・0±1・17喜5・1±D・52   1．4   t5   2．9  q   

背  腰  長   と   ローース  大割肉片の割合   
l区 分   

体重   歩留  体長   
1  2．1  5   

絶食   

暦肉  と        i                     体重  の l析両横  カタ具▼ラ ハム   巨照1区璽88・咽   ＝＝ほ％  9ロ．占仇  7スロc駅 dス‘（Ⅶ 5a7c椚  52．7加  20．＆鷹  李‘2・チ％∴5子8％2…彗   

対照2区  8ZO  dス5  899  75．5  d5．8  4史2  5る．5   
1景2   

18  55．5  5スロ  29d  
即ち、厚さ忙ついて【も ぅ部位平均乙1仇と試験、対照各区の肉隼差が尤く、また顔体の長   

さや大都肉片など、何れも標准的た数倍を示しており1各区間に大差申なかったが、屠肉歩留   

についてはやゝ試験区が劣っていた。  

なお、肉質把ついても、その色沢、肉繁り脂肪のサン、食味等各区に差がなかった。  

5  要約   

肥育豚把対して、体蒐5口kタ以降匠豚米酢飼料を配合飼料に20％から40％混合し、90   

kダ托達するまでの間貯平均25％を添加した肥育試験わ結果を要約すれは、将ね下記のとおり   

である。  

－4 2－   



（1）こ5D柏以捧の肥育豚に対する腰栄藤酵飼料の嗜好性は良好セあった。  

（2I防弾飼料を体重50kタから50極まで20％、50k紳、らd Okgまでは50％、d Okg以降   

40％をそれぞれ添加した鮭宋、発育？遅延を来たし、1日平均増体重は4‘2g±54gで   

あった。  

（5）本飼料の蘇力P托よって、飼料翠来客は、4・48±0・5dと標準値4・8を上担？たp  

（4）本飼料の添加咋革？て、飼料費が若干節減された0  

（5）本飼料の添加か、屠体の品質に特に悪い影響な及はすようなことはなかった。   


